










研究目的 

 当院では年間 900以上の分娩があるが、特にハイリスク妊婦の搬送を積極的には行って

いないので、未熟児,ハイリスク新生児の発症率は一般の総合病院産科の平均的な数値を示

すものと考えられる。このような院内出生児グループの中におけるハイリスク新生児の実

態と重症度を検討した。 

 次に当院の新生児施設は院外出生のハイリスク新生児の入院が多く、その搬送範囲は岡

山県全域にわたっている。これら院外出生児の重症度と疾患構造を院内分娩のそれと比較

検討するのが目的である。 


